
「
新
古
今
集
詞
連
歌
」

考

察

|

和

歌

句

題

続

歌

品

事

|

は
じ
め
に

前
稿
(
小
山
順
子
・
竹
島
一
希
コ
新
古
今
集
調
連
歌
」
翻
刻
と

紹
介
」
『
京
都
大
学
国
文
学
論
叢
』
問
、
平

w
・
9
)
に
引
き
続
き
、

「
新
古
今
集
調
連
歌
」
の
検
討
と
考
察
を
行
う
。
小
山
の
担
当
す
る

小
稿
で
は
、
詞
連
歌
の
発
生
か
ら
、
「
新
古
今
集
詞
連
歌
」
の
企
画

の
意
図
や
成
立
の
背
景
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

て
調
連
歌
に
つ
い
て

ま
ず
は
じ
め
に
、
今
回
取
り
上
げ
た
「
新
古
今
集
詞
連
歌
」
の
よ

う
な
、
特
定
の
古
典
を
典
拠
と
す
る
詞
を
賦
物
と
し
て
用
い
る
連
歌

(
以
下
、
詞
連
歌
と
称
す
る
)
に
つ
い
て
の
概
略
を
検
討
し
て
お
こ

v
η
J

。

順

子

山

詞
連
歌
作
品
は
、
前
号
掲
載
の
翻
刻
の
底
本
と
し
て
用
い
た
国
立

国
会
図
書
館
蔵
『
連
歌
合
集
』
第
二
十
九
冊
(
わ
叩
・

2
-
u
)
と、

対
校
本
と
し
て
用
い
た
陽
明
文
庫
蔵
『
古
連
歌
具
鉢
』
(
近
/
二
四

二
一
/
九
九
)
に
、
お
お
よ
そ
が
ま
と
め
て
収
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

対
校
本
に
用
い
た
京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室
蔵
『
異

例
連
歌
』
(
国
文
/
α
/
4
)
は
、
特
殊
賦
物
で
詠
ま
れ
た
連
歌
を

集
成
し
、
作
品
を
通
覧
で
き
る
も
の
で
あ
る
【
二
。
『
古
連
歌
具
鉢
』

『
異
例
連
歌
』
は
、
詞
連
歌
だ
け
で
は
な
く
特
殊
賦
物
連
歌
を
集
成

し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
集
に
収
め
ら
れ
、
ま
た
そ
の
名
称

に
も
表
れ
て
い
る
よ
う
に
、
調
連
歌
は
連
歌
の
中
で
も
、

E
風
連
歌

と
は
一
線
を
画
す
特
殊
な
一
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
窺
わ
れ
る
。

現
存
を
確
認
し
え
た
詞
連
歌
を
奥
行
年
順
に
掲
出
す
る
。

康
E
二
年
(
一
四
五
六
)
八
月
源
氏
伊
勢
詞
百
韻
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文
明
十
四
年
{
一
四
八
一
一
)
六
月
二
十
二
日
源
氏
詞
百
韻

大
永
元
年
(
一
五
二
一
)
九
月
十
三
日
源
氏
詞
百
韻

大
永
元
年
(
一
玉
二
一
)
十
月
六
日
伊
勢
物
語
詞
百
韻

大
永
二
年
(
一
五
二
二
)
五
月
十
八
日
万
葉
集
詞
百
韻

大
永
二
年
(
一
五
二
二
)
十
月
五
日
万
葉
集
詞
百
韻

年

次

未

詳

(

大

永

年

間

)

万

葉

集

詞

盲

韻

大
永
三
年
(
一
五
二
=
石
二
一
月
十
八
日
新
古
今
集
詞
盲
韻

天
文
十
七
年
(
一
五
四
人
)
人
月
三
代
集
詞
盲
韻

こ
こ
に
挙
げ
た
九
例
の
調
連
歌
の
う
ち
、
六
例
ま
で
が
大
永
元
年

か
ら
三
年
ま
で
に
集
中
し
て
お
り
、
こ
の
頃
が
調
連
歌
の
最
盛
期
と

い
え
る
。
し
か
し
大
永
に
盛
ん
に
詠
ま
れ
た
詞
連
歌
は
、
そ
の
後
、

ほ
と
ん
ど
試
み
ら
れ
な
く
な
る
。
と
は
い
え
、
全
く
姿
を
消
し
た
訳

で
は
な
く
、
近
世
に
入
っ
て
、
版
本
と
し
て
出
版
さ
れ
た
『
撰
集
詞

連
歌
』
の
よ
う
な
大
規
模
な
も
の
も
見
出
せ
る
(
後
述
す
る
)
。

こ
の
よ
う
な
詞
連
歌
の
発
生
に
つ
い
て
、
現
存
す
る
最
古
の
調
連

歌
か
ら
考
察
し
た
い
。
康
正
一
一
年
「
源
氏
伊
勢
調
連
歌
」
は
、
『
源

氏
物
語
』
『
伊
勢
物
語
』
の
調
を
長
句
・
短
匂
交
互
に
詠
み
込
む
も

の
で
、
『
具
体
千
句
』
の
第
十
百
韻
で
あ
る
。
『
具
体
千
句
』
は
古

典
文
庫
『
千
句
連
歌
集
三
』
(
昭
%
、
古
典
文
庫
)
所
収
で
、
そ

の
名
の
通
り
、
変
種
の
賦
物
百
韻
ば
か
り
の
千
句
で
あ
る
。
康
正
二

年
(
一
四
五
六
)
八
月
に
、
山
名
家
匡
の
金
(
蟹
)
沢
下
野
守
入
道

源
意
の
独
吟
で
詠
ま
れ
、
一
条
兼
良
に
序
文
と
合
点
を
乞
う
て
い
る
。

こ
の
『
異
体
千
句
』
で
用
い
ら
れ
た
賦
物
は
、
源
氏
国
名
(
第
一
)

・
五
色
(
第
一
己
・
古
今
集
作
者
(
第
一
ニ
)
・
一
宇
露
顕
(
第
四
)
・

伊
呂
波
(
第
五
)
・
建
保
名
所
百
首
(
第
六
)
・
草
木
(
第
七
)
・
魚

烏
(
第
八
)
・
韻
字
(
第
九
)
・
源
氏
伊
勢
調
(
第
十
)
・
廻
文
(
追

加
)
で
あ
る
。
こ
こ
で
用
い
ら
れ
て
い
る
賦
物
は
、
第
一
・
第
二
・

第
=
了
第
六
・
第
七
・
第
八
の
六
つ
の
百
韻
が
名
詞
を
詠
み
込
む
物

名
賦
物
で
あ
る
。
こ
う
し
た
名
調
を
詠
み
込
む
賦
物
は
、
盲
韻
連
歌

が
成
立
し
た
後
烏
羽
院
時
代
の
仙
洞
に
お
け
る
連
歌
に
お
い
て
も
用

い
ら
れ
て
い
た
。
『
明
月
記
』
の
記
事
に
よ
る
と
三
、
五
色
(
正
治

二
年
九
月
二
十
日
・
寛
喜
二
年
間
一
月
十
六
日
)
・
国
名
源
氏
(
建

保
三
年
十
一
月
二
十
八
日
)
・
草
木
(
建
保
主
年
四
月
十
四
日
)
は

『
異
体
千
句
』
と
重
な
り
、
ま
た
魚
河
名
(
建
保
三
年
八
月
二
十
一

日
)
も
第
八
百
韻
と
同
じ
く
魚
の
名
を
賦
物
と
し
て
い
る
。
一
二
代
集

人
名
(
安
貞
王
年
十
一
月
十
九
日
)
は
勅
撰
集
の
歌
人
名
を
詠
み
込

む
も
の
で
、
第
三
百
韻
の
古
今
集
作
者
と
共
通
す
る
。
ま
た
、
第
五

百
韻
の
伊
呂
波
連
歌
も
、
院
政
期
か
ら
詠
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
『
古

今
著
聞
集
』
巻
五
和
歌
「
い
ろ
は
連
歌
の
事
」
よ
り
窺
わ
れ
る
。
序

文
を
記
し
た
兼
良
は
、
宝
徳
三
年
(
一
四
五
一
)
三
月
に
「
賦
三
代

集
作
者
育
韻
」
、
同
年
八
月
に
「
賦
伊
呂
波
百
韻
」
、
同
じ
頃
に
「
賦

源
氏
国
名
百
韻
」
を
催
行
し
て
お
り
、
源
意
は
「
賦
三
代
集
作
者
育

韻
」
に
出
座
し
て
い
る
。
こ
の
経
験
が
、
特
殊
賦
物
ば
か
り
の
『
具

体
千
句
』
を
独
吟
で
詠
ん
だ
背
景
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
喜
。
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さ
て
、
賦
物
は
百
韻
全
て
を
制
約
し
統
一
す
る
機
能
を
持
つ
。
し

か
し
十
四
世
紀
半
ぽ
に
な
る
と
発
句
だ
け
に
取
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、
形
骸
化
し
た
。
そ
の
中
で
『
異
体
千
句
』
は
、

E
の
盲
韻
も
、

全
句
に
渡
っ
て
賦
物
を
取
り
、
ま
た
用
い
ら
れ
る
賦
物
も
古
く
に
用

い
ら
れ
て
い
た
遊
戯
的
な
物
名
・
冠
宇
が
中
心
で
あ
る
。
「
異
体
」

と
称
せ
ら
れ
、
兼
良
に
よ
る
序
文
に
も
「
恩
ひ
も
か
け
ぬ
(
賦
)
物

を
え
ら
び
、
あ
や
し
き
を
か
ぞ
ふ
る
し
わ
ざ
ど
も
也
」
と
記
さ
れ
て

い
る
が
、
決
し
て
新
奇
な
試
み
で
は
な
い
。
む
し
ろ
古
い
連
歌
の
在

り
方
を
踏
襲
し
た
、
復
古
主
義
的
な
も
の
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

『
異
体
千
句
』
の
第
八
百
韻
ま
で
の
賦
物
は
、
百
韻
連
歌
の
発
生

時
か
ら
見
ら
れ
た
伝
統
的
な
物
名
・
冠
宇
で
あ
る
。
し
か
し
第
九
・

第
十
百
韻
は
、
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
新
機
軸
の
賦
物
で
あ
る
。
第

九
百
韻
の
韻
宇
連
歌
は
、
百
韻
に
渡
っ
て
支
韻
の
字
を
詠
み
込
ん
で

ゆ
き
押
韻
す
る
こ
と
を
規
制
と
す
る
も
の
で
、
そ
の
後
に
隆
盛
を
迎

え
る
漢
和
聯
句
の
先
雌
と
し
て
も
注
目
さ
れ
る

8
3
源
氏
伊
勢
調

連
歌
も
、
巻
名
な
ど
の
名
詞
で
は
な
く
、
物
語
本
文
の
詞
に
注
目
し

た
新
た
な
特
殊
賦
物
で
あ
っ
た
。
『
具
体
千
匂
』
の
中
に
は
、
源
氏

伊
勢
調
連
歌
の
他
に
も
、
古
典
作
品
を
賦
物
に
用
い
た
も
の
が
あ
る
。

『
源
氏
物
語
』
の
巻
名
を
長
句
に
詠
み
込
む
第
一
百
韻
、
『
古
今
集
』

作
者
の
名
を
賦
物
と
す
る
第
三
育
韻
、
『
建
保
名
所
百
首
』
題
の
地

名
を
賦
物
と
す
る
第
六
百
韻
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
特
定
の
古
典
に

よ
る
名
詞
・
固
有
名
調
を
賦
物
と
す
る
こ
と
で
、
百
韻
に
統
一
を
持

た
せ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
名
詞
を
賦
物
に
用
い
る
百
韻
連

歌
は
、
物
名
と
し
て
名
調
を
隠
し
詠
む
こ
と
が
基
本
で
あ
る
。
つ
ま

り
、
名
詞
は
名
調
と
し
て
句
の
中
で
用
い
ら
れ
な
い
。
表
向
き
は
別

の
詞
を
形
成
し
、
百
韻
の
賦
物
を
踏
ま
え
て
見
る
時
に
、
初
め
て
そ

の
隠
さ
れ
た
名
詞
が
浮
か
び
上
が
る
よ
う
に
作
る
の
が
原
則
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
い
わ
ば
連
歌
の
有
す
る
遊
戯
的
・
技
巧
的
な
面
で
あ

る
。
詞
連
歌
は
、
古
今
集
作
者
連
歌
・
建
保
名
所
百
首
連
歌
な
E
と

同
様
に
古
典
の
知
識
を
基
盤
と
し
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
と
は

一
線
を
画
す
非
物
名
賦
物
で
あ
る
。
古
典
か
ら
取
っ
た
調
は
、
そ
れ

自
体
は
ご
く
一
般
的
な
詞
に
過
ぎ
な
い
。
固
有
名
調
の
よ
う
に
、
詞

そ
れ
自
体
が
確
固
と
し
た
特
定
の
意
味
や
個
性
を
有
す
る
訳
で
は
な

い
。
あ
く
ま
で
も
、
そ
の
詞
が
特
定
の
古
典
作
品
に
依
る
も
の
で
あ

る
と
示
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、
古
典
作
品
と
の
繋
が
り
が
明
確
に
さ

れ
、
賦
物
と
し
て
の
意
味
が
与
え
ら
れ
る
。
詞
連
歌
は
詞
を
そ
の
ま

ま
引
用
し
、
し
か
も
原
典
通
り
の
意
味
で
用
い
る
点
で
、
物
名
賦
物

と
は
異
な
る
の
で
あ
る
。

源
意
が
「
源
氏
伊
勢
調
連
歌
」
を
詠
ん
だ
背
景
に
は
、
源
意
が
『
異

体
千
句
』
の
序
文
・
合
点
を
依
頼
す
る
な
ど
、
一
条
兼
良
と
親
交
を

有
し
て
い
た
こ
と
、
ま
た
当
時
、
従
来
の
寄
舎
に
依
ら
な
い
原
典
重

視
の
風
潮
が
あ
っ
た
こ
と
を
、
安
達
敬
子
氏
主
が
指
摘
す
る
。
こ

の
点
に
つ
い
て
私
見
を
付
け
加
え
て
お
き
た
い
。
源
意
が
「
源
氏
伊

勢
調
連
歌
」
を
発
想
し
た
背
景
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
、
兼
良
序
文
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の
第
十
百
韻
に
関
す
る
部
分
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
こ
と
に
注

目
さ
れ
る
。

第
十
に
、
源
氏
伊
勢
物
語
の
専
の
調
を
も
ち
い
ら
る
〉
扇
の
絵

に
女
の
形
か
き
た
る
を
、
源
氏
の
心
か
伊
勢
の
心
か
と
う
た
が

ふ
事
の
有
し
を
、
花
鳥
・
風
月
と
い
ひ
け
ん
、
か
ん
な
ぎ
の
あ

づ
さ
に
よ
せ
て
間
し
か
ば
、
六
条
の
斎
宮
の
は
〉
御
や
す
所
の

な
の
り
し
て
あ
ら
は
れ
た
る
と
云
事
は
、
無
下
に
近
き
世
の
つ

く
り
物
語
な
る
べ
し
。

こ
れ
は
、
室
町
時
代
に
広
く
流
布
し
た
御
伽
草
子
『
花
鳥
風
月
』

に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
『
花
鳥
風
月
』
は
、
扇
合
に
出
さ
れ
た
扇

に
描
か
れ
た
男
女
の
絵
に
つ
い
て
業
平
説
・
光
源
氏
説
が
出
て
、
そ

れ
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
亙
女
の
花
鳥
・
風
月
姉
妹
に
口
寄
せ
占

い
を
さ
せ
、
花
鳥
・
風
月
の
間
容
を
通
じ
て
、
『
伊
勢
物
語
』
『
源

氏
物
語
』
の
内
容
が
紹
介
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
『
花
鳥
風

月
』
は
『
源
氏
物
語
』
『
伊
勢
物
語
』
を
物
語
の
代
表
的
作
品
と
し

て
一
対
に
扱
う
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
意
識
は
、
物
語
か
ら
女
性

の
登
場
人
物
を
各
十
二
名
選
ん
で
判
を
付
す
『
伊
勢
源
氏
十
二
番
女

合
』
に
も
見
出
せ
る
。
「
源
氏
伊
勢
調
連
歌
」
は
、
長
句
・
短
句
交

互
に
異
な
る
物
名
を
詠
み
込
ん
で
ゆ
く
物
名
賦
物
の
伝
統
に
、
源
氏

・
伊
勢
を
相
対
す
る
『
花
鳥
風
月
』
や
『
伊
勢
源
氏
十
二
番
女
合
』

の
発
想
を
取
り
入
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
『
花
鳥

風
月
』
や
『
伊
勢
源
氏
十
二
番
女
合
』
は
、
物
語
の
登
場
人
物
や
場

面
に
注
目
し
、
そ
れ
を
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
す
る
も
の
で
あ
る
。
「
源
氏

伊
勢
調
連
歌
」
に
見
ら
れ
る
、
巻
名
に
と
ど
ま
ら
ず
本
文
に
依
拠
し

た
詞
そ
の
も
の
を
賦
物
に
す
る
と
い
う
姿
勢
は
、
巻
名
な
ど
の
物
語

の
外
形
的
な
面
だ
け
で
は
な
く
、
本
文
す
な
わ
ち
物
語
場
面
そ
の
も

の
に
踏
み
込
み
な
が
ら
、
百
韻
全
句
に
渡
っ
て
取
り
入
れ
て
ゆ
こ
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

『
異
体
千
句
』
か
ら
は
、
物
名
・
隠
名
と
い
う
特
殊
賦
物
と
し
て

類
型
的
・
典
型
的
な
も
の
か
ら
、
「
名
調
」
と
い
う
い
わ
ば
分
か
り

ゃ
す
い
記
号
か
ら
離
れ
て
、
古
典
に
依
る
詞
を
詠
み
込
む
詞
連
歌
へ

と
展
開
し
て
い
っ
た
と
い
う
過
程
が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
て
こ
の
詞
連
歌
の
試
み
は
、
次
の
時
代
の
後
土
御
門
天
皇
に
も

波
及
し
た
。
後
土
御
門
天
皇
が
独
吟
で
詠
ん
だ
の
が
、
文
明
十
四
年

六
月
二
十
二
日
「
源
氏
物
語
詞
連
歌
」
で
あ
る
。
後
土
御
門
天
皇
は

『
新
撰
菟
玖
波
集
』
を
奏
覧
さ
れ
る
な
ど
、
連
歌
を
愛
好
し
た
天
皇

で
あ
っ
た
。
後
土
御
門
天
皇
が
独
吟
で
「
源
氏
物
語
調
連
歌
」
を
詠

ん
だ
四
十
年
後
、
大
永
元
年
九
月
十
三
日
、
後
柏
原
天
皇
が
父
・
後

土
御
門
天
皇
に
倣
っ
て
「
源
氏
物
語
調
連
歌
」
を
催
行
し
た
。
こ
れ

は
独
時
で
は
な
く
、
堂
上
の
公
家
十
二
名
で
巻
か
れ
た
御
会
連
歌
で

あ
っ
た
。
そ
の
後
、
詞
連
歌
は
堂
上
で
流
行
す
る
の
で
あ
る
。
大
永

年
聞
の
調
連
歌
の
張
行
を
、
作
品
の
現
存
が
確
認
さ
れ
な
い
も
の
も

含
め
、
鷲
尾
隆
康
の
日
記
『
一
一
水
記
』
の
記
録
王
と
合
わ
せ
て
年

表
と
し
て
掲
出
す
る
。
ゴ
シ
ッ
ク
で
示
し
た
の
は
、
先
に
も
挙
げ
た
、
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作
品
が
現
存
す
る
も
の
で
あ
る
。

大
永
元
年
九
月
十
三
日
源
氏
物
語
嗣
連
歌
(
御
会
)

九
月
十
九
日
源
氏
物
語
詞
連
歌
(
御
会
)

九
月
二
十
五
日
源
氏
物
語
詞
連
歌
(
山
科
言
継
邸
)

十
月
六
日
伊
掛
物
語
嗣
連
歌
(
御
会
)

十
月
七
日
源
氏
物
語
詞
連
歌
(
中
御
門
宣
秀
邸
)

大
永
二
年
五
月
十
三
日
万
葉
集
調
連
歌
(
御
会
)

五
月
十
八
日
万
葉
集
関
連
歌
(
御
会
)

九
月
一
二
十
日
万
葉
集
詞
連
歌
(
御
会
)

源
氏
物
語
調
連
歌
(
貞
敦
親
王
邸
)

十
月
五
日
万
葉
集
嗣
連
歌
(
親
主
御
会
)

年
次
未
詳
(
大
永
年
間
)
万
葉
集
嗣
連
歌
(
御
会
)

大
永
三
年
三
月
十
人
目
玉
新
古
今
集
嗣
連
歌
(
御
会
)

こ
こ
か
ら
窺
わ
れ
る
の
は
、
源
氏
物
語
詞
連
歌
の
流
行
の
翌
年
、

万
葉
集
詞
連
歌
が
流
行
し
、
最
後
に
新
古
今
集
詞
連
歌
が
試
み
ら
れ

た
と
い
う
過
程
で
あ
る
。
端
書
に
日
付
を
持
た
ず
、
興
行
年
次
未
詳

の
万
葉
集
調
連
歌
も
、
連
衆
の
位
官
表
記
か
ら
近
接
す
る
時
期
に
巻

か
れ
た
と
推
測
さ
れ
、
お
そ
ら
く
は
大
永
二
年
の
万
葉
集
調
連
歌
の

盛
行
時
に
詠
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
源
氏
物
語
詞
連

歌
に
次
い
で
、
同
年
十
月
六
日
に
伊
勢
物
語
調
連
歌
が
催
行
さ
れ
る
。

こ
れ
は
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
『
源
氏
物
語
』
と
『
伊
勢
物
語
』

が
並
び
称
さ
れ
る
代
表
的
な
物
語
作
品
で
あ
っ
た
こ
と
や
、
源
意
が

源
氏
伊
勢
調
連
歌
を
詠
ん
で
お
り
、
そ
れ
を
個
別
に
盲
韻
の
賦
物
と

し
て
用
い
た
と
見
れ
ば
、
源
氏
物
語
詞
か
ら
伊
勢
物
語
詞
へ
と
い
う

の
は
自
然
な
発
想
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
次
い
で
企
画
さ
れ
た
調
連
歌
は
、
「
万
葉
集
調
連
歌
」

で
あ
っ
た
。
万
葉
集
詞
連
歌
も
、
源
氏
物
語
詞
連
歌
と
同
様
に
流
行

し
盛
ん
に
詠
ま
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
、
物
語
作
品
の
調
連
歌
か
ら
古

典
和
歌
の
詞
連
歌
へ
と
い
う
流
れ
は
、
発
想
と
し
て
不
自
然
で
は
な

い
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
百
韻
全
句
に
渡
っ
て
本
歌
取
り
す
る
と

い
う
試
み
も
、
宗
靭
・
忍
誓
・
専
願
・
心
恵
(
敬
)
・
光
長
に
よ
る

享
徳
二
年
(
一
四
五
一
一
一
)
一
二
月
十
五
日
「
賦
何
路
連
歌
」
に
見
ら
れ

る

E
。
し
か
し
、
こ
の
「
賦
何
路
連
歌
」
は
本
歌
の
出
典
が
未
詳

の
句
も
多
く
、
本
歌
取
り
の
方
法
も
詞
を
そ
の
ま
ま
引
用
す
る
こ
と

に
意
を
払
う
も
の
で
は
な
い
。
心
を
取
る
本
歌
取
り
も
用
い
ら
れ
て

い
る
。
万
葉
集
詞
連
歌
阜
、
新
古
今
集
調
連
歌
は
、
全
句
に
渡
っ
て
本

歌
取
り
す
る
こ
と
を
前
提
と
は
す
る
が
、
加
え
て
特
定
の
歌
集
か
ら

詞
を
選
び
出
し
、
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
て
詠
み
込
む
こ
と
を
規

制
と
し
て
い
る
点
で
、
単
な
る
本
歌
取
り
と
は
一
線
を
画
す
。
ま
た
、

物
語
よ
り
も
、
和
歌
か
ら
の
詞
を
取
る
場
合
、
部
立
や
主
題
に
縛
ら

れ
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
、
物
語
調
よ
り
も
制
約
の
多
い
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
そ
れ
ま
で
に
先
行
例
を
見
な
い
古
典
和
歌
の
調
連
歌
を
生

み
出
す
背
景
に
つ
い
て
は
、
検
討
が
必
要
で
あ
る
と
恩
わ
れ
る
。

こ
う
し
た
、
百
韻
に
特
定
の
歌
集
を
典
拠
と
す
る
調
を
賦
物
と
し
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て
用
い
る
連
歌
の
発
生
に
は
、
幾
つ
か
の
下
地
が
考
え
得
る
だ
ろ
う
。

そ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、
大
永
年
聞
の
調
連
歌
に
先
立
ち
、
永
正

年
間
前
半
に
、
御
会
和
歌
で
古
典
和
歌
の
一
句
を
歌
題
と
す
る
和
歌

句
題
が
出
題
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
永
正
三
年
(
一
五

O
六
)

閏
十
一
月
二
十
五
日
は
後
撰
集
句
題
、
永
E
五
年
(
一
五

O
八
)
六

月
二
十
五
日
に
は
拾
遺
集
句
題
で
歌
題
が
出
さ
れ
て
い
る
。
古
典
和

歌
か
ら
詞
を
選
び
出
し
、
そ
れ
を
詠
み
込
む
と
い
う
点
で
共
通
す
る

和
歌
句
題
は
、
万
葉
集
調
連
歌
・
新
古
今
集
調
連
歌
の
企
画
の
発
想

に
関
わ
る
の
で
は
な
い
か
。

次
節
で
は
、
和
歌
の
一
句
を
歌
題
と
す
る
和
歌
句
題
に
つ
い
て
検

討
し
た
い
。二

、
和
歌
句
題
の
歴
史

古
典
作
品
に
依
る
調
を
用
い
て
新
た
な
作
品
を
作
り
出
す
と
い
う

技
法
は
、
連
歌
よ
り
早
く
、
和
歌
で
は
本
歌
取
り
と
し
て
定
着
し
た

も
の
で
あ
っ
た
。
特
に
、
特
定
の
古
典
か
ら
詞
を
選
び
出
し
、
そ
れ

を
詠
み
込
む
こ
と
を
規
制
と
す
る
点
で
共
通
す
る
和
歌
句
題
に
つ
い

て
考
え
て
み
た
い
。
こ
こ
で
い
う
「
句
題
」
と
は
、
漢
詩
句
の
一
句

な
い
し
は
複
数
句
を
歌
題
と
す
る
こ
と
に
は
限
ら
な
い
。
漢
詩
句
を

歌
題
と
す
る
「
句
題
和
歌
」
以
外
に
も
、
句
題
和
歌
と
称
さ
れ
る
和

歌
が
存
在
す
る
。
例
え
ば
、
四
字
も
し
く
は
三
字
の
結
題
を
「
句
題
」

と
称
す
る
場
合
が
あ
り
、
「
崇
徳
院
句
題
百
首
」
や
、
建
仁
元
年
(
一

二
O
一
)
『
仙
洞
句
題
五
十
首
』
が
そ
れ
に
あ
た
る
。
ま
た
、
古
典

和
歌
の
一
句
を
詠
み
込
む
こ
と
を
制
約
と
し
た
和
歌
の
場
合
も
、
そ

の
一
句
を
「
句
題
」
と
称
す
る
こ
と
か
ら
句
題
和
歌
に
含
め
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
全
て
を
包
含
し
て
、
広
義
に
句
題
和
歌
と
称
し
て
お
く
(
以

下
、
句
題
和
歌
と
表
す
も
の
は
広
義
の
句
題
和
歌
を
指
し
、
漢
詩
句

を
歌
題
と
す
る
句
題
和
歌
は
漢
詩
句
題
和
歌
と
表
す
)
。

今
、
問
題
と
し
た
い
の
は
、
古
典
和
歌
の
一
句
を
詠
み
込
む
こ
と

を
制
約
と
し
て
課
し
た
和
歌
で
あ
る
(
以
下
、
和
歌
句
題
と
表
す
)
。

詠
み
込
む
べ
き
和
歌
の
一
句
を
指
定
し
、
そ
れ
を
歌
題
と
し
て
一

首
を
詠
む
と
い
う
詠
法
は
、
新
古
今
時
代
、
建
久
元
年
(
一
一
九

O
)

六
月
に
定
家
の
主
導
で
試
み
ら
れ
て
い
た
。
定
家
『
拾
遺
愚
草
員
外
』

に
「
一
句
百
首
」
、
慈
円
『
拾
宝
集
』
に
「
鞘
句
百
首
」
、
『
公
衡
集
』

に
「
鞍
一
句
詠
百
首
和
歌
」
と
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
百
首
歌
が
そ

れ
で
あ
る
(
他
に
も
隆
寛
・
俊
成
が
詠
ん
だ
ら
し
い
が
歌
は
伝
わ
ら

な
い
)
。
こ
れ
は
和
歌
に
詠
ま
れ
る
一
句
を
四
季
(
春
三
十
・
夏
二

十
・
秋
=
一
十
・

4
一
一
十
)
に
分
け
、
そ
の
句
を
第
何
句
目
に
置
く
か

を
指
定
し
た
上
で
和
歌
を
速
詠
す
る
と
い
う
試
み
で
あ
っ
た
。
こ
の

百
首
歌
の
歌
題
と
な
っ
た
軸
句
は
、
素
材
で
見
る
と
、
そ
の
う
ち
七

十
題
は
堀
河
育
首
題
と
、
十
七
題
は
永
久
盲
首
題
と
重
な
る
と
い
う

指
摘
が
あ
る

5
0
古
典
主
義
的
な
盲
首
題
を
規
範
と
し
な
が
ら
、

そ
れ
を
単
に
素
題
で
出
す
の
で
は
な
く
、
勤
句
で
出
し
、
更
に
は
所
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定
の
場
所
に
詠
み
込
む
と
い
う
制
約
を
課
し
た
の
が
眼
目
で
あ
る
。

軸
句
そ
の
も
の
は
、
用
例
を
古
典
和
歌
に
見
い
だ
す
こ
と
も
で
き
る

と
は
い
え
、
特
定
の
古
典
に
依
る
も
の
で
は
な
い
。

一
方
、
古
典
和
歌
の
一
句
を
詠
み
込
む
こ
と
を
制
約
と
し
た
和
歌

の
古
い
例
に
は
、
家
隆
『
壬
二
集
』
所
収
の
「
古
今
(
の
)
一
句
を

こ
め
て
」
と
調
書
が
付
さ
れ
た
和
歌
六
十
四
首
が
あ
る
。
ま
た
、
家

隆
の
息
子
で
あ
る
隆
祐
の
家
集
『
隆
祐
集
』
の
「
百
番
歌
合
」
の
部

分
に
は
、
「
光
俊
朝
臣
古
今
調
百
首
」
と
調
書
が
あ
る
歌
が
十
二
首
、

「
光
俊
朝
臣
後
撰
集
調
百
首
」
と
あ
る
歌
が
一
首
あ
る
。

佐
藤
英
朗
氏
主
は
、
家
隆
歌
が
も
と
も
と
は
百
首
歌
と
し
て
詠

ま
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
隆
祐
歌
と
同
じ
機
会
の
詠
で
あ
ろ
う
こ

と
、
家
隆
の
最
晩
年
、
文
暦
元
年
(
一
二
三
四
)
十
一
月
十
七
日
か

ら
翌
嘉
禎
元
年
九
月
十
日
ま
で
の
詠
作
と
推
定
で
き
る
こ
と
、
『
隆

祐
集
』
の
詞
書
に
よ
る
と
、
こ
の
「
古
今
詞
百
首
」
「
後
撰
詞
百
首
」

と
い
う
企
画
は
、
葉
室
光
俊
の
主
催
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い

る。
光
俊
自
身
の
作
は
伝
わ
ら
な
い
。
し
か
し
光
俊
は
他
に
漢
詩
句
題

和
歌
も
試
み
て
い
た
。
『
光
俊
集
』
に
は
十
六
首
の
漢
詩
句
題
和
歌

が
収
め
ら
れ
て
い
る
平
二
。
ま
た
『
夫
木
抄
』
雑
・
故
郷
・
一
四
一
一
言
一

は
調
書
に
「
文
集
百
首
歌
に
、
秋
風
生
ニ
破
関
一
(
自
民
文
集
「
出
関
路
」

・
新
撰
朗
詠
さ
一
一
)
」
(
括
弧
内
は
句
題
の
出
典
を
示
す
、
以
下
同
)
と

あ
る
詠
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
白
氏
文
集
題
で
百
首
歌
を
詠
ん
で
い

た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
「
古
今
調
百
首
」
「
後
撰
詞
百
首
」
も
、
特

定
の
古
典
作
品
に
よ
る
百
首
歌
の
企
画
と
し
て
、
関
連
の
あ
る
も
の

な
の
か
も
し
れ
な
い
。

但
し
、
光
俊
主
催
の
「
古
今
調
百
首
」
「
後
撰
調
百
首
」
は
、
『
古

今
集
』
『
後
撰
集
』
歌
の
一
句
を
詠
み
込
む
こ
と
を
課
し
て
は
い
る

が
、
予
め
詠
み
込
む
句
を
指
定
し
て
題
が
出
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な

い
ら
し
い
。
そ
れ
は
和
歌
の
題
と
し
て
句
が
掲
出
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
字
三
、
ま
た
『
壬
三
集
』
の
詞
書
に
も
「
古
今
(
の
)
一
句
を
こ

め
て
」
と
あ
り
、
古
今
歌
の
一
句
を
詠
み
込
ん
だ
上
で
和
歌
一
首
を

な
す
こ
と
が
制
約
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
軸
句
百
首
の
よ
う
に
和
歌
の
一
句
を
歌
題
と
し
て
出
す

と
い
う
試
み
と
、
「
古
今
詞
百
首
」
「
後
撰
詞
百
首
」
の
よ
う
に
、

特
定
の
古
典
に
よ
る
一
句
を
詠
み
込
む
こ
と
を
課
す
と
い
う
詠
法
が

結
び
付
く
と
、
古
典
和
歌
の
一
句
を
歌
題
と
し
て
出
す
と
い
う
和
歌

句
題
の
形
式
が
生
ま
れ
る
。
ま
た
、
和
歌
句
題
と
同
様
に
古
典
を
句

題
と
し
て
用
い
る
詠
法
と
し
て
、
漢
詩
句
題
が
先
行
し
て
い
た
こ
と

も
、
発
想
の
背
景
と
し
て
重
要
で
あ
ろ
う
。
古
く
大
江
千
里
『
句
題

和
歌
』
を
先
雌
と
し
、
更
に
は
特
定
の
漢
詩
集
・
佳
句
集
か
ら
漢
詩

句
題
を
遺
ぶ
漢
詩
句
題
和
歌
も
、
院
政
期
以
降
、
和
漢
朗
詠
集
題
の

藤
原
隆
房
『
朗
詠
育
首
』
、
白
氏
文
集
題
の
慈
円
・
定
家
・
寂
身
「
文

集
盲
首
」
な
ど
企
画
・
詠
作
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
和
歌
の
詠

法
の
一
っ
と
し
て
定
着
し
て
い
た
漢
詩
句
題
が
、
和
歌
句
題
へ
と
応
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用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
も
古
典
和
歌
の
句
を
自
詠
に
詠
み

込
み
、
新
た
な
歌
を
生
み
出
す
本
歌
取
り
技
法
が
確
立
し
て
い
る
時

代
で
あ
る
。
和
歌
句
題
と
通
常
の
本
歌
取
り
と
の
聞
に
差
異
が
あ
る

か
ど
う
か
は
、
詳
し
い
検
討
が
必
要
で
は
あ
る
が
、
詠
み
込
む
句
を

指
定
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
ど
の
和
歌
を
本
歌
取
り
す
る
か
を
予
め

決
め
、
そ
の
上
で
一
首
を
詠
む
こ
と
を
課
す
も
の
で
あ
る
と
ひ
と
ま

ず
は
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
和
歌
句
題
が
好
ま
れ
た
の
は
、
玉
葉
集
時
代
、
伏
見

院
の
頃
で
あ
っ
た
。
伏
見
院
は
漢
詩
句
題
和
歌
も
残
し
て
お
り
(
『
伏

見
院
御
集
』
二
七
七
'3
ニ
七
九
・
里
三
・
一
O

一
五
・
一
里
O
)
、
句
題
和
歌
の
形
式
、

も
し
く
は
新
鮮
な
歌
題
形
式
に
関
心
が
高
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
和

歌
句
題
の
中
で
も
、
特
に
こ
の
時
代
に
は
、
万
葉
和
歌
句
題
が
好
ん

で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
玉
葉
時
代
の
万
葉
尊
重
の
気
風
を

背
景
と
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

刻
剰
銅
剣
制
叫
叫
二
百
首
歌
読
み
侍
り
け
る
に
、
「
こ
ろ

も
に
す
ら
ん
(
万
葉
一
一
き
」

秋
は
ぎ
の
さ
く
や
花
の
の
露
わ
け
て
衣
に
す
ら
ん
人
な
と
が
め

そ

(

『

玉

葉

集

』

秋

上

・

E
D
七
・
九
条
隆
博
)

刻
剰
銅
捌
叫
斗
吋
剖
掴
叫
叫
人
人
歌
っ
か
う
ま
つ
り
け
る

に
、
「
か
く
れ
ぬ
程
に
〔
万
葉
喜
一
一
八
九
)
」

花
の
色
は
か
く
れ
ぬ
ほ
ど
に
ほ
の
か
な
る
霧
の
ゆ
ふ
ベ
の
野
ベ

の
を
ち
方
(
『
玉
葉
集
』
秋
下
・
七
四
六
・
為
子
)

万
の
詞
一
句
を
題
に
て
人
人
に
歌
よ
ま
せ
さ
せ
給
け

る
に
、
「
ひ
か
り
は
き
ょ
く
(
万
葉
宅
己
」
と
い
ふ
こ
と
を

あ
ま
つ
日
の
光
は
き
よ
く
て
ら
す
世
に
人
の
心
の
な
ど
か
く
も

れ
る
(
『
玉
葉
集
』
雑
五
・
ニ
五
九
-
了
後
伏
見
院
)

『
伏
見
院
御
集
』
九
・
至
四
・
主
人
了
人
口
ヨ
了
人
O
A

・
人
一
人
・
人
一
九
・
八
九
0

・一
O

九
六
・
一
二
九
回
・
五
六
九
・
一
四
六
回
・
一
六
歪
・
一
面
了
一
九
二
三
で
ニ
O
D

九
・
三

一
吾
一
『
伏
見
院
御
集
各
部
』
一
七
1
一
九
に
は
、
「
万
葉
集
の
一
句
」
「
万

葉
一
句
」
「
万
葉
調
」
な
E
と
万
葉
歌
の
一
句
を
歌
題
と
し
て
用
い

た
和
歌
が
収
め
ら
れ
て
い
る
(
調
書
に
「
万
葉
」
と
無
く
て
も
、
『
万

葉
集
』
を
典
拠
と
す
る
句
が
題
と
し
て
掲
出
さ
れ
て
い
る
も
の
、
重

出
歌
も
含
む
)
。
ま
た
『
風
雅
集
』
『
新
千
載
集
』
に
も
、
同
様
の

詞
書
を
持
つ
歌
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

伏
見
院
、
刻
剰
創
刊
叶
剖
同
同
廿
刈
刈
叫
剰
剖
剖
剖
剖
剖
叫
同

制
州
剖
剛
、
「
秋
の
も
も
よ
を
(
万
葉
苦
八
ご
と
い
ふ
事
を

な
が
し
て
ふ
秋
の
も
も
よ
を
か
さ
ね
て
も
な
が
め
あ
く
べ
き
月

の
か
げ
か
は
(
『
風
雅
集
』
秋
中
・
五
九
四
・
中
山
宣
親
)

刻
剰
州
制
叫
廿
剖
剖
剖
制
引
州
制
側
捌
州
制
川
刷
、
「
又
も

あ
は
め
や
も
(
万
葉
三
・
一
九
千
ニ
=
百
}
」
と
い
へ
る
こ
と
を

い
た
づ
ら
に
く
る
し
き
海
に
し
づ
み
な
ぱ
法
の
う
き
木
に
又
も

あ
は
め
や
も
(
『
新
千
載
集
』
釈
教
・
人
九
八
・
花
園
院
)

刻
剰
剣
叫
剖
叫
廿
副
剖
剖
制
引
州
制
側
捌
州
制
同
、
「
た

づ
わ
た
る
み
ゆ
(
万
葉
一
二
一
否
ご
と
い
ふ
こ
と
を
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海
原
や
お
き
漕
ぎ
く
れ
ば
タ
塩
の
ひ
が
た
の
う
ら
に
た
づ
わ
た

る
み
ゆ
笥
新
千
載
集
』
雑
上
・
一
六
回
三
で
伏
見
院
)

『
宝
葉
集
』
主
口
七
番
歌
の
詞
書
に
よ
る
と
、
こ
れ
は
二
百
首
歌
と

し
て
企
画
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
ら
し
い
。
歌
人
が
一
人
一
人
二
百
首

詠
進
し
た
の
か
、
そ
れ
と
も
続
歌
形
式
で
、
歌
題
を
割
り
振
ら
れ
て

の
も
の
で
あ
っ
た
の
か
は
判
断
し
が
た
い
。
ま
た
こ
れ
ら
の
歌
が
、

全
て
同
じ
機
会
の
も
の
で
あ
る
の
か
、
も
し
く
は
何
度
も
催
行
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
の
か
は
分
か
ら
な
い
。
但
し
、
こ
の
種
の
和
歌
句
題

が
、
一
度
き
り
の
も
の
で
な
か
っ
た
こ
と
は
、
『
玉
葉
集
』
と
『
新

千
載
集
』
に
収
め
ら
れ
る
次
の
四
首
か
ら
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

刻
剖
剖
耐
釧
叶
叫
剖
剰
同
対
千
首
歌
人
人
に
よ
ま
せ
さ
せ
給

う
け
る
に
、
「
こ
と
は
か
よ
へ
ど
(
万
葉
二
主
白
三
回
)
」

猶
ぎ
り
の
こ
と
は
か
よ
へ

E
そ
れ
し
も
ぞ
い
つ
ま
で
か
は
と
心

お
か
る
る
(
『
玉
葉
集
』
恋
三
・
一
五
百
四
・
房
子
)

刻
剖
剖
耐
州
司
副
剰
叫
叶
人
人
に
千
首
歌
よ
ま
せ
さ
せ
給

け
る
時
、
「
あ
り
な
ぐ
さ
め
て
(
万
害
互
完
・
宣
言
一
)
」
と
い

ふ
こ
と
ば
を
読
み
侍
り
け
る

お
の
づ
か
ら
う
き
身
わ
す
る
る
あ
ら
ま
し
に
あ
り
な
ぐ
さ
め
て

世
を
や
す
ぐ
さ
ん
(
『
玉
葉
集
』
雑
王
・
二
五
さ
了
二
条
為
世
)

刻
刻
剖
捌
叫
叶
叶
剖
刷
叫
叫
よ
ま
せ
給
う
け
る
御
歌
の
中

に
、
「
つ
ま
ふ
く
風
(
万
葉
莞
ご
と
い
へ
る
事
を

か
ら
衣
つ
ま
ふ
く
風
の
身
に
し
む
は
う
ら
さ
び
し
か
る
秋
や
き

ぬ

ら

ん

(

『

新

千

載

集

』

秋

上

・

三

7
光
厳
院
)

H
剖
る
き
歌
の
こ
と
鶏
叫
引
歌
よ
ま
せ
た
ま
う
け
る
時
、
「
さ

き
に
ほ
ふ
ら
ん
(
古
今
一
ニ
一
ど
と
い
ふ
こ
と
を

今
よ
り
や
さ
き
に
ほ
ふ
ら
む
さ
を
し
か
の
声
き
く
を
の
の
秋
萩

の
花
(
『
新
千
載
集
』
秋
下
・
星
人
・
伏
見
院
)

こ
の
「
ふ
る
き
歌
の
詞
に
て
」
と
い
う
歌
題
を
共
通
し
て
有
す
る

四
首
は
、
同
じ
機
会
の
も
の
で
あ
る
う
か
。
三
首
は
『
万
葉
集
』
の

句
を
歌
題
と
し
て
い
る
が
、
一
首
が
『
古
今
集
』
句
題
で
あ
る
の
で
、

『
万
葉
集
』
だ
け
を
典
拠
と
し
て
限
定
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
無
論
、
他
の
一
二
首
と
、
伏
見
院
の
『
新
千
載
集
』

里
人
番
歌
が
別
の
機
会
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
千
首
の

歌
の
和
歌
句
題
を
全
て
『
万
葉
集
』
か
ら
採
っ
た
と
考
え
る
よ
り
も
、

三
代
集
な
ど
他
の
歌
集
か
ら
も
和
歌
句
題
を
選
ん
だ
と
見
る
方
が
妥

当
で
あ
る
と
恩
わ
れ
る
。
な
お
、
他
に
も
『
玉
葉
集
』
時
代
の
歌
人

の
詠
作
で
、
同
様
の
詞
書
を
持
つ
も
の
に
、
『
遣
塵
集
』
一
八
五
「
古
歌

の
こ
と
ば
を
よ
み
侍
り
け
る
に
、
「
う
き
に
な
り
ゆ
く
(
不
明
ご
と

い
ふ
こ
と
を
」
(
高
階
宗
俊
)
、
『
臨
永
集
』
人
四
「
古
歌
の
詞
に
て
歌

よ
み
侍
り
け
る
中
に
、
「
う
つ
り
が
こ
く
も
(
古
今
八
七
六
}
」
と
い
ふ
事

を
」
(
九
条
隆
教
)
が
あ
り
、
こ
れ
も
同
じ
機
会
の
詠
作
で
あ
る
可

能
性
を
指
摘
し
て
お
く
。

ま
た
『
伏
見
院
御
集
』
一
主
完
(
「
に
ほ
ひ
の
こ
れ
る
」
)
・
同
一
七
七
D

(
「
花
に
な
り
に
け
る
」
)
は
、
詞
書
に
よ
る
と
『
古
今
集
』
仮
名
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序
の
詞
を
歌
題
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
伏
見
院
が
様
々
な
趣
向
を
凝

ら
し
た
和
歌
句
題
を
用
い
て
い
た
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
例
か
ら
明
ら

か
で
あ
る
。
他
に
も
、
伏
見
院
時
代
の
末
期
に
あ
た
る
正
安
元
年
(
一

二
九
九
)
に
、
探
題

2
u
(探
題
に
つ
い
て
は
後
に
詳
し
く
述
べ
る
)

で
後
撰
集
句
題
「
山
は
雪
ふ
る
(
桂
撰
一
九
ご
を
詠
ん
で
い
た
例
が
、

春
日
若
宮
社
神
主
で
あ
っ
た
中
臣
祐
臣
の
『
自
葉
集
』
に
見
出
せ
る

A+
号
祐
匡
は
『
玉
葉
集
』
に
一
首
入
集
す
る
が
、
奈
良
で
活
動
し

て
い
た
南
都
歌
人
で
あ
る
。
南
都
歌
壇
に
お
い
て
も
、
都
の
和
歌
句

題
へ
の
好
尚
は
波
及
し
て
い
た
ら
し
い
。

そ
の
後
も
、
和
歌
句
題
の
例
は
散
見
す
る
。
「
古
き
歌
の
調
:
」

で
は
、
『
新
葉
集
』
一
O

六
五
「
い
ざ
こ
と
と
は
ん
(
古
今
回
一
一
)
」
(
一
一
条

為
忠
)
、
『
新
続
古
今
集
』
八
八
人
「
な
に
か
わ
か
れ
の
(
古
今
ゴ
韮
)
」
(
頓

阿
〕
、
『
続
草
庵
集
(
頓
阿
)
』
皇
固
「
う
き
世
中
は
{
古
今
圭
一
ど
が
、

拾
遺
集
和
歌
句
題
で
は
『
草
庵
集
』
一
二
人
目
「
け
ふ
行
末
(
拾
章
一
谷
)
」
、

古
今
集
仮
名
序
句
題
で
は
『
新
千
載
集
』
雑
中
・
一
九
一
回
(
栄
海
)
が

見
ら
れ
る
。
漢
詩
句
題
和
歌
『
句
題
百
首
』
も
残
し
て
い
る
頓
阿
の

例
が
三
例
と
多
い
こ
と
が
目
を
引
く
。

=
一
、
後
柏
原
天
皇
と
和
歌
句
題

こ
の
よ
う
に
、
古
典
和
歌
の
一
句
を
題
と
し
て
詠
む
和
歌
句
題
は
、

鎌
倉
時
代
中
期
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
。
室
町
時
代
に
入
っ
て
も
、
家

集
か
ら
こ
う
し
た
和
歌
句
題
で
詠
ま
れ
た
作
を
拾
い
集
め
る
こ
と
が

で
き
る
。
室
町
時
代
に
お
い
て
も
、
和
歌
句
題
に
用
い
ら
れ
た
の
は

『
万
葉
集
』
『
古
今
集
』
が
主
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
万
葉
集
句
題
は
、

飛
鳥
井
雅
親
『
E
棟
集
』
一
宅
一
「
室
町
殿
よ
り
、
刻
剰
銅
剣
耐
制
調

叫
斗
付
制
困
叫
引
到
叶
訓
か
き
て
奉
れ
と
仰
せ
ら
れ
し
と
き
、
(
下

略
)
」
や
、
後
崇
光
院
(
伏
見
宮
貞
成
親
王
)
『
沙
玉
集
I
』
一
さ
7
3

一
人
一
「
同
年
(
注
・
応
書
干
告
の
冬
、
刻
剰
調
副
割
、
当
座
に
人
人

に
よ
ま
せ
ら
れ
侍
り
し
中
に
よ
め
る
」
が
、
古
今
集
句
題
は
『
宗
祇

集
』
一
三
百
「
宗
匠
家
に
て
割
引
叫
↓
付
制
掴
同
対
人
人
五
首
歌
よ
み
し

時
(
「
は
な
の
と
こ
ろ
は
」
古
今
主
)
」
、
下
冷
泉
政
為
『
碧
玉
集
』
一
雪
一

「
七
月
廿
九
日
宗
祇
法
師
第
三
廻
追
善
に
割
引
↓
吋
剖
掴
叫
引
侍
従

大
納
言
家
(
注
・
三
条
西
実
隆
}
張
行
に
侍
り
け
る
耳
刊
剖
聞
の
中
に
、
「
け

ふ
こ
そ
さ
く
ら
(
古
今
盲
)
」
」
の
例
が
見
ら
れ
る
。

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
伏
見
院
時
代
の
よ
う
な
二
百
首
歌
・

千
首
歌
と
い
う
大
規
模
な
も
の
で
は
な
い
が
、
『
宗
祇
集
』
の
「
五

首
歌
」
以
外
は
、
五
十
首
歌
・
百
首
歌
と
い
う
典
型
的
な
定
数
歌
の

形
式
と
和
歌
句
題
が
結
び
付
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
伏
見
院
主
催

の
二
百
首
歌
や
千
首
歌
が
、
ど
れ
く
ら
い
組
題
と
し
て
整
然
と
し
た

も
の
で
あ
っ
た
の
か
は
分
か
ら
な
い
。
し
か
し
『
沙
玉
集
I
』
の
例

は
、
百
首
の
う
ち
一
一
十
首
の
み
の
抄
出
(
も
し
く
は
、
後
崇
光
院
の

詠
の
み
を
収
め
た
も
の
か
)
で
は
あ
る
も
の
の
、
四
季
・
恋
・
雑
の

部
が
立
て
ら
れ
て
お
り
、
組
題
と
し
て
整
理
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
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こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
ま
た
『
沙
玉
集
I
』
調
書
に
は
「
当
座
に
人
人

に
」
と
あ
る
。
和
歌
句
題
が
当
座
で
複
数
の
歌
人
に
よ
っ
て
詠
ま
れ

た
例
が
あ
る
こ
と
は
、
和
歌
句
題
が
通
常
の
題
詠
よ
り
も
大
き
な
制

約
を
楳
し
な
が
ら
、
そ
れ
ゆ
え
に
当
座
で
歌
人
た
ち
の
力
量
を
試
す

よ
う
な
、
遊
戯
性
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
点
に
も
注
目
さ

れ
る
。こ
う
し
た
、
和
歌
句
題
を
歌
題
と
し
て
用
い
る
傾
向
は
、
堂
上
和

歌
に
も
波
及
し
た
。
永
正
年
間
前
半
に
、
御
会
和
歌
で
和
歌
句
題
が

二
度
出
題
さ
れ
て
い
る
。
永
正
一
二
年
(
一
五

O
六
)
閏
十
一
月
三
十

五
日
は
後
撰
集
句
題
、
永
E
五
年
(
一
五

O
入
)
六
月
二
十
五
日
に

は
拾
遺
集
句
題
で
歌
題
が
出
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
こ
の
和
歌
句
題
よ
り
前
に
は
、
狭
義
の
「
句
題
和
歌
」
、

す
な
わ
ち
漢
詩
句
題
和
歌
が
堂
上
の
御
会
に
お
い
て
二
度
詠
ま
れ
て

い
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。
一
度
目
は
、
永
正
二
年
(
一
五

O
五
)

一
一
月
二
十
二
日
「
水
無
瀬
法
楽
和
歌
」
(
自
氏
文
集
句
題
)
、
二
度

目
は
、
永
E
三
年
(
一
王

O
六
)
五
月
四
日
「
聖
廟
法
楽
和
歌
」
(
杜

詩
句
題
)
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
漢
詩
句
題
を
御
会
に
お
け
る
歌
題

と
し
て
出
す
と
い
う
新
規
の
試
み
を
経
た
後
で
、
次
の
試
み
と
し
て
、

和
歌
句
題
に
着
目
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
漢
詩
句
題
阜
、
和
歌
句

題
が
、
御
会
に
お
け
る
歌
題
に
採
用
さ
れ
た
の
は
、
当
時
が
和
歌
に

熱
意
を
そ
そ
い
で
い
た
後
柏
原
天
皇
の
治
世
で
あ
っ
た
こ
と
と
無
関

係
で
は
あ
る
ま
い
。
月
次
の
定
数
和
歌
、
そ
し
て
着
到
和
歌
な
ど
、

堂
上
で
は
融
和
し
い
数
の
和
歌
を
詠
む
こ
と
が
日
常
化
し
て
い
た
。
用

い
る
組
題
も
、
固
定
化
し
た
も
の
だ
け
で
は
な
く
、
新
機
軸
の
も
の

が
求
め
ら
れ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
、
漢
詩
句
題
や
和
歌
句
題
も
、
新

た
な
組
題
と
し
て
試
み
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
う
。
「
水
無
瀬
法
楽
和

歌
」
の
自
民
文
集
句
題
は
三
条
西
実
隆
の
撰
題
で
あ
る
が
、
「
聖
廟

法
楽
和
歌
」
の
社
詩
句
題
は
実
隆
の
補
助
の
も
と
で
後
柏
原
天
皇
が

自
ら
撰
ん
だ
も
の
で
あ
る

A+玉
吉
永
E
二
一
年
の
後
撰
集
句
題
・
永
正

五
年
拾
遺
集
句
題
も
、
後
柏
原
天
皇
の
勅
題
で
あ
る
こ
と
が
『
宣
胤

卿
記
』
(
永
正
一
一
一
年
間
十
一
月
二
十
四
日
条
)
と
『
再
閏
草
』
(
永

正
=
一
年
間
十
一
月
一
一
十
四
日
条
・
永
E
五
年
六
月
二
十
四
日
条
)
に

記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
『
宣
胤
卿
記
』
の
記
事
に
は
、
「
勅
題
也
、

後
撰
集
寄
詞
、
今
度
始
而
被
ニ
抜
出
一
云
々
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
後

撰
集
句
題
が
初
め
て
の
試
み
で
あ
っ
た
こ
と
、
全
く
新
た
に
組
ん
だ

題
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
な
お
後
柏
原
天
皇
の
和

歌
句
題
は
、
組
題
と
し
て
整
然
と
構
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
句
題
和
歌
は
、
新
機
軸
の
組
題
と
い
う
意
味
を
有
す
る

だ
け
で
は
な
い
。
堂
上
歌
人
に
と
っ
て
、
漢
詩
句
題
や
和
歌
句
題
に

取
り
組
む
こ
と
は
、
和
歌
の
学
習
と
い
う
意
味
も
有
し
て
い
た
で
あ

ろ
う
。
こ
れ
ま
で
用
い
ら
れ
た
こ
と
の
無
い
新
機
軸
の
歌
題
に
対
し

て
、
歌
人
は
従
来
と
は
異
な
る
取
り
組
み
方
を
模
索
せ
ざ
る
を
え
な

い
。
し
か
も
、
題
詠
を
詠
む
際
に
は
題
が
求
め
る
本
意
を
、
確
実
に

理
解
し
消
化
し
た
上
で
和
歌
を
詠
む
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
漢
詩
句

-46 -



題
に
せ
よ
和
歌
句
題
に
せ
よ
、
題
の
意
味
や
和
歌
に
詠
む
べ
き
内
容

を
把
握
す
る
こ
と
が
歌
人
に
求
め
ら
れ
る
。
単
に
本
歌
取
り
と
し
て

一
句
を
用
い
て
和
歌
を
詠
む
の
で
は
な
く
、
和
歌
句
題
に
お
け
る
和

歌
の
作
り
方
は
、
ま
ず
用
い
な
く
て
は
な
ら
な
い
古
典
和
歌
句
題
が

あ
り
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
和
歌
を
詠
む
。
用
い
る
詞
と
そ
れ
が
含
ま

れ
る
組
題
の
部
立
が
先
行
し
て
お
り
、
一
首
を
そ
れ
に
合
わ
せ
て
仕

立
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
単
な
る
本
歌
取
り
よ
り
も
、
制
約
が
多

く
な
る
。
後
柏
原
天
皇
の
父
・
後
士
御
門
天
皇
の
在
位
期
聞
は
、
連
歌
が
興

隆
し
、
盛
ん
に
堂
上
で
張
行
さ
れ
た
時
代
で
あ
っ
た
。
後
土
御
門
天

皇
の
死
後
に
即
位
し
た
後
柏
原
天
皇
も
、
連
歌
を
多
く
張
行
し
て
い

る
。
し
か
し
、
後
柏
原
天
皇
が
熱
意
を
示
し
た
の
は
和
歌
で
あ
っ
た
。

後
柏
原
天
皇
の
時
代
は
、
=
一
条
西
実
隆
・
下
冷
泉
政
為
・
上
冷
泉
為

広
と
い
っ
た
有
力
歌
人
が
歌
壇
を
率
い
、
毎
月
の
月
次
和
歌
御
会
が

催
さ
れ
、
毎
日
一
首
ず
つ
詠
進
す
る
着
到
和
歌
が
定
着
し
た
♀
吉

和
歌
へ
の
関
心
は
、
古
典
を
学
ぶ
必
要
性
へ
と
結
び
付
く
。
和
歌
の

学
習
は
、
古
典
へ
の
精
通
と
切
り
離
せ
な
い
。
古
典
学
を
修
め
る
こ

と
が
堂
上
歌
人
に
求
め
ら
れ
、
共
通
の
課
題
と
な
る
。
永
E
年
聞
に

漢
詩
句
題
・
和
歌
句
題
の
御
会
和
歌
が
試
み
ら
れ
、
大
永
年
聞
に
入

っ
て
か
ら
、
詞
連
歌
が
繰
り
返
し
催
行
さ
れ
た
と
い
う
現
象
は
、
後

柏
原
天
皇
の
和
歌
愛
好
、
古
典
尊
重
の
意
識
を
背
景
に
す
る
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
漢
詩
句
題
・
和
歌
句
題
は
、
そ
の
句
題
が
取
ら
れ
た

古
典
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。
『
白
氏
文
集
』
『
社
工
部
詩
集
』
『
後
撰

集
』
『
拾
遺
集
』
を
歌
題
と
す
る
、
と
示
さ
れ
る
以
上
、
そ
こ
に
は

基
づ
く
古
典
へ
の
関
心
は
無
論
の
こ
と
、
規
範
と
し
て
仰
い
で
い
る

と
い
う
意
識
|
|
敬
意
と
い
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
ー
ー
が
窺
わ
れ
る

の
で
あ
る
。
当
時
の
漢
詩
句
題
や
和
歌
句
題
が
、
後
柏
原
天
皇
の
和

歌
愛
好
の
傾
向
と
切
り
離
せ
な
い
の
は
、
単
に
新
機
軸
の
組
題
と
い

う
だ
け
で
は
な
く
、
古
典
を
尊
び
、
そ
こ
か
ら
多
く
を
学
ぼ
う
と
す

る
点
に
も
求
め
う
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
傾
向
が
、
出
詠
者
の
重
な
る
連
歌
の
場
に
も
波
及
し
、

生
ま
れ
た
の
が
「
万
葉
集
調
連
歌
」
「
新
古
今
集
連
歌
」
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

但
し
、
和
歌
句
題
か
ら
詞
連
歌
へ
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
異
な
る

形
態
の
文
学
を
結
び
付
け
る
上
で
、
も
う
一
点
、
続
歌
と
連
歌
の
関

連
の
点
か
ら
も
付
言
し
て
お
き
た
い
。
前
節
で
取
り
上
げ
た
定
家
ら

の
鞠
句
盲
首
阜
、
、
光
俊
主
催
の
「
古
今
詞
百
首
」
は
、
一
人
の
歌
人

が
百
首
全
て
を
詠
む
も
の
で
あ
る
が
、
永
E
三
年
後
撰
集
句
題
和
歌

も
、
永
E
五
年
拾
遺
集
句
題
和
歌
も
、
続
歌
|
|
複
数
の
歌
人
に
歌

題
を
振
り
分
け
て
定
数
歌
を
詠
む
方
法
で
詠
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
点

に
注
目
さ
れ
る
。

続
歌
と
は
、
探
題
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
探
題
と
は
、
歌

会
に
出
席
す
る
歌
人
た
ち
が
、
同
一
の
題
で
詠
む
の
で
は
な
く
、
各

自
に
そ
れ
ぞ
れ
の
題
を
割
り
当
て
る
た
め
に
、
題
を
く
じ
引
き
し
て
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詠
む
と
い
う
詠
歌
方
法
の
こ
と
で
あ
る
。
探
題
と
続
歌
は
、
ほ
ぽ
同

義
で
用
い
ら
れ
る
が
、
探
題
で
詠
ま
れ
た
歌
を
ま
と
め
た
も
の
を
続

歌
と
呼
ん
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
平
七
百
ま
た
探
題
が
当
座
で
の
く

じ
引
き
に
よ
っ
て
題
が
決
め
ら
れ
る
、
当
座
性
を
必
須
条
件
と
す
る

も
の
で
あ
っ
た
の
に
比
し
て
、
続
歌
は
当
座
性
を
離
れ
、
兼
題
で
出

さ
れ
て
も
よ
く
A
+
阜
、
定
数
歌
の
形
式
と
し
て
定
着
し
た
。
室
町
時

代
の
堂
上
御
会
に
お
け
る
定
数
歌
は
、
続
歌
と
し
て
詠
ま
れ
る
の
が

通
常
で
あ
る
。

複
数
の
歌
人
に
歌
題
を
振
り
分
け
て
、
一
つ
の
定
数
歌
を
完
成
さ

せ
る
続
歌
は
、
連
歌
と
の
共
通
性
が
高
い
。
そ
も
そ
も
連
歌
と
は
、

中
国
の
聯
句
を
日
本
の
詩
歌
に
応
用
し
た
も
の
で
、
そ
れ
が
和
歌
の

百
首
・
五
十
首
と
い
う
定
数
歌
の
形
式
と
結
び
付
い
て
百
韻
連
歌
が

発
生
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
続
歌
も
連
歌
も
、
「
多
数
の
人
の
融

和
と
協
力
と
の
上
に
の
み
成
立
す
る
性
質
を
も
っ
て
い
る
」
字
る
と

い
う
共
通
項
が
あ
る
。
ま
た
、
全
体
で
五
十
首
・
百
首
と
い
う
決
ま

っ
た
数
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、
出
詠
者
の
実
力
に
よ
っ
て
詠
む
歌

(
句
)
数
に
差
が
生
じ
る
点
、
他
か
ら
与
え
ら
れ
た
題
を
念
頭
に
置

い
て
虚
構
と
し
て
創
作
を
な
す
方
法
、
本
来
和
歌
が
有
し
て
い
た
仲

間
と
共
に
味
わ
う
即
興
的
な
面
白
み
の
現
出
を
続
歌
も
連
歌
も
保
有

し
続
け
た
点
を
、
庫
木
一
人
氏

2
E
が
続
歌
と
連
歌
の
類
似
性
と
し

て
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
続
歌
が
そ
も
そ
も
探
題
か
ら
生
ま
れ
た

も
の
で
あ
る
こ
と
を
顧
み
る
と
、
連
歌
の
賦
物
を
探
題
の
歌
題
に
転

用
し
た
例
が
見
出
せ
《
二
+
二
、
探
題
歌
会
と
連
歌
会
と
聞
に
、
そ
の

当
座
性
・
遊
戯
性
ゆ
え
の
近
接
性
が
認
め
う
る
こ
と
に
も
注
意
さ
れ

る
。
探
題
に
お
け
る
当
座
の
く
じ
引
き
に
よ
る
歌
題
の
割
り
当
て
は
、

続
歌
で
は
兼
題
に
な
り
形
骸
化
し
て
は
い
る
も
の
の
、
各
々
が
異
な

る
題
を
担
当
す
る
点
、
ま
た
歌
人
は
偶
然
に
よ
っ
て
決
ま
っ
た
題
に

従
っ
て
和
歌
を
詠
出
す
る
こ
と
に
な
る
点
は
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

そ
れ
は
、
連
歌
の
よ
う
に
、
行
様
に
従
っ
て
詠
み
込
ま
な
く
て
は
な

ら
な
い
詞
を
即
興
で
探
っ
て
ゆ
く
方
法
と
は
逆
で
あ
る
が
、
自
ら
の

意
図
し
な
い
と
こ
ろ
で
詠
ま
な
く
て
は
な
ら
な
い
方
向
が
決
定
さ

れ
、
そ
れ
を
い
か
に
消
化
す
る
か
が
力
量
の
見
せ
所
で
あ
る
と
い
う

点
で
は
共
通
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

続
歌
と
連
歌
の
共
通
性
・
類
似
性
を
背
景
と
す
れ
ば
、
和
歌
句
題

の
続
歌
を
経
験
し
た
後
柏
原
天
皇
が
、
そ
の
手
法
を
連
歌
に
も
応
用

し
よ
う
と
考
え
る
に
い
た
っ
た
の
は
自
然
な
成
り
行
き
だ
っ
た
の
で

は
な
い
か
。
和
歌
句
題
が
御
会
和
歌
の
歌
題
に
用
い
ら
れ
た
の
は
永

正
の
こ
と
で
、
大
永
の
詞
連
歌
の
盛
行
よ
り
も
十
五
年
前
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
ま
ず
後
土
御
門
天
皇
に
倣
っ
た
「
源
氏
物
語
調
連
歌
」
が

詠
ま
れ
た
。
次
い
で
同
じ
く
物
語
詞
連
歌
で
あ
る
「
伊
勢
物
語
調
連

歌
」
が
催
行
さ
れ
た
。
そ
れ
に
次
ぐ
企
画
と
し
て
、
「
万
葉
集
調
連

歌
」
「
新
古
今
集
調
連
歌
」
と
い
う
、
古
典
和
歌
を
用
い
た
詞
連
歌

が
発
想
さ
れ
た
の
は
、
和
歌
句
題
に
よ
る
続
歌
の
経
験
を
背
景
と
し

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
独
吟
で
あ
っ
た
後
土
御
門
天
皇
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の
百
韻
と
は
異
な
り
、
後
柏
原
天
皇
は
、
御
会
連
歌
会
に
お
い
て
詞

連
歌
を
巻
い
た
。
そ
れ
は
独
時
に
よ
る
孤
独
な
営
為
で
は
な
く
、
続

歌
と
同
様
に
、
多
人
数
で
紡
ぎ
出
さ
れ
る
面
白
み
を
求
め
、
ま
た
、

互
い
に
切
礎
琢
磨
し
あ
う
学
習
の
場
と
し
て
意
識
し
て
い
た
た
め
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

和
歌
句
題
の
場
合
は
、
ま
ず
出
典
と
な
る
古
典
が
定
数
歌
の
歌
題

全
体
に
課
せ
ら
れ
、
詠
み
込
む
べ
き
詞
が
指
定
さ
れ
る
。
詞
連
歌
は
、

百
韻
に
渡
っ
て
詞
を
取
る
べ
き
古
典
が
最
初
に
示
さ
れ
る
の
は
同
様

で
あ
る
が
、
ど
の
歌
か
ら
ど
の
詞
を
取
る
か
は
連
衆
に
任
さ
れ
る
。

こ
れ
は
、
依
る
べ
き
古
典
の
枠
組
み
が
予
め
決
め
ら
れ
て
い
る
と
い

う
共
通
点
は
あ
る
が
、
逆
の
方
向
で
詞
を
用
い
る
こ
と
と
な
る
。
つ

ま
り
、
和
歌
句
題
に
お
い
て
は
、
詠
み
込
む
べ
き
詞
が
決
め
ら
れ
、

ま
た
そ
の
詞
が
ど
の
部
立
に
属
す
る
か
に
よ
っ
て
、
お
の
ず
か
ら
詠

む
べ
き
和
歌
の
方
向
性
が
規
制
さ
れ
る
。
そ
の
規
制
の
中
で
、
歌
人

は
和
歌
表
現
を
模
索
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
詞
連
歌
の
場

合
は
、
連
歌
の
行
様
や
式
目
に
従
っ
て
、
自
分
が
詠
む
べ
き
句
を
考

え
る
。
そ
の
際
に
、
前
句
か
ら
の
付
合
に
よ
っ
て
取
る
調
を
考
え
て

そ
れ
に
沿
っ
た
内
容
の
句
を
作
り
、
も
し
く
は
詠
み
た
い
内
容
か
ら

取
る
調
を
考
え
る
。
和
歌
句
題
に
よ
っ
て
、
予
め
定
め
ら
れ
た
古
典

和
歌
の
一
句
を
い
か
に
利
用
し
て
部
立
に
沿
っ
た
和
歌
を
詠
む
か
を

課
題
と
し
た
後
、
詞
連
歌
で
は
、
付
合
や
行
様
に
従
っ
て
自
分
で
詠

み
込
む
詞
を
探
り
詠
み
入
れ
る
と
い
う
課
題
に
取
り
組
む
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。
歌
題
と
し
て
古
典
和
歌
の
一
句
を
与
え
ら
れ
る
和

歌
句
題
よ
り
も
、
そ
の
場
で
ふ
さ
わ
し
い
詞
を
導
き
出
し
、
句
を
仕

立
て
る
詞
連
歌
は
、
依
る
べ
き
歌
集
に
精
通
し
て
い
な
く
て
は
な
ら

な
い
。
い
わ
ば
、
集
の
詞
を
自
在
に
引
用
で
き
る
か

E
う
か
が
間
わ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
連
歌
作
品
と
し
て
見
る
時
、
調
連
歌
は
正
風

連
歌
と
は
異
な
り
、
「
異
体
連
歌
」
と
呼
ば
れ
る
特
殊
な
も
の
で
あ

る
。
し
か
し
、
和
歌
を
愛
好
し
た
後
柏
原
天
皇
の
治
世
で
あ
り
、
堂

上
歌
壇
が
活
性
化
し
て
い
た
時
代
で
あ
る
こ
と
を
顧
み
る
と
、
単
な

る
遊
戯
性
だ
け
で
は
な
く
、
そ
こ
に
古
典
に
精
通
す
る
こ
と
を
求
め

る
、
学
習
の
意
図
を
汲
み
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

後
柏
原
天
皇
は
「
新
古
今
集
調
連
歌
」
張
行
当
時
、
六
十
歳
。
大

永
六
年
(
一
五
二
六
)
に
六
十
三
歳
で
没
す
る
後
柏
原
天
皇
に
と
っ

て
、
詞
連
歌
の
張
行
は
晩
年
の
事
跡
に
な
る
。
な
お
一
連
の
詞
連
歌

の
連
衆
は
、
甘
露
寺
元
長
(
六
十
八
歳
)
・
冷
泉
永
宣
(
六
十
歳
)

を
除
け
ば
、
三
十
・
四
十
代
の
公
家
た
ち
で
あ
る
。
調
連
歌
と
は
、

後
柏
原
天
皇
が
、
東
宮
・
知
仁
親
王
及
び
次
の
時
代
を
担
う
世
代
の

公
家
た
ち
の
学
習
の
場
と
し
て
企
画
し
、
繰
り
返
し
張
行
し
た
も
の

で
あ
っ
た
と
い
う
側
面
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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四
、
「
新
古
今
集
調
連
歌
」
に
つ
い
て

さ
て
、
本
稿
の
冒
頭
に
示
し
た
よ
う
に
、
詞
連
歌
は
大
永
元
年
か



ら
三
年
ま
で
の
三
年
間
に
集
中
し
て
張
行
さ
れ
た
。
詞
連
歌
の
流
行

の
末
期
に
い
た
っ
て
巻
か
れ
た
の
が
、
大
永
三
年
三
月
十
八
日
「
新

古
今
集
詞
連
歌
」
で
あ
っ
た
。
最
後
に
な
っ
た
が
、
こ
の
「
新
古
今

集
詞
連
歌
」
に
つ
い
て
、
そ
の
意
味
を
考
え
た
い
。

ま
ず
注
目
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
作
品
が
『
新
古
今
集
』
を
典
拠
と

す
る
調
を
百
韻
に
渡
っ
て
賦
物
と
す
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
同
様
に

新
古
今
集
詞
を
賦
物
と
す
る
連
歌
作
品
の
例
に
は
、
近
世
に
入
っ
て
、

紹
山
(
品
目
民
)
・
昌
築
の
両
時
『
撰
集
詞
連
歌
』
所
収
の
百
韻
が
あ

る
。
こ
の
『
撰
集
調
連
歌
』
は
二
千
句
連
歌
で
、
宝
永
元
年
(
一
七

O
四
)
八
月
か
ら
宝
永
二
一
年
{
一
七

O
六
)
に
千
百
韻
が
、
残
り
は

享
保
九
年
(
一
七
一
一
四
)
六
月
か
ら
十
一
月
に
詠
ま
れ
た
も
の
で
あ

る
さ

130
二
十
の
百
韻
は
そ
れ
ぞ
れ
二
十
一
代
集
を
(
金
葉
・
詞

花
で
第
五
百
韻
)
、
追
加
は
新
葉
集
を
賦
物
と
し
て
用
い
て
い
る
。

「
新
古
今
集
詞
連
歌
」
は
そ
の
う
ち
の
第
七
百
韻
で
あ
り
、
勅
撰
和

歌
集
全
て
を
賦
物
と
し
て
連
歌
を
巻
く
と
い
う
試
み
の
一
環
で
あ
る

か
ら
、
『
新
古
今
集
』
の
み
に
着
目
し
た
も
の
で
は
な
い
。
特
に
『
新

古
今
集
』
に
注
目
し
て
、
調
を
賦
物
と
す
る
連
歌
作
品
と
し
て
、
こ

の
大
永
三
年
三
月
十
八
日
「
新
古
今
集
詞
連
歌
」
は
他
に
例
を
見
な

い
も
の
な
の
で
あ
る
。

第
二
節
で
検
討
し
て
き
た
よ
う
に
、
古
典
和
歌
句
題
は
、
三
一
代
集

か
『
万
葉
集
』
に
限
ら
れ
て
お
り
、
『
新
古
今
集
』
か
ら
取
る
も
の

は
見
ら
れ
な
い
。
こ
れ
は
、
藤
原
定
家
の
『
詠
歌
大
概
』
な
ど
で
規

定
さ
れ
る
本
歌
取
り
の
基
本
的
な
範
囲
が
、
三
代
集
を
中
心
と
す
る

も
の
で
あ
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
和
歌
句
題
に
は
例
が
見
ら
れ

ず
、
詞
連
歌
の
中
で
初
め
て
試
み
ら
れ
た
の
が
、
『
新
古
今
集
』
を

典
拠
と
す
る
調
連
歌
で
あ
っ
た
。
「
万
葉
集
調
連
歌
」
は
、
玉
葉
集

時
代
に
端
を
発
す
る
万
葉
和
歌
句
題
の
延
長
線
上
で
捉
え
ら
れ
る
。

で
は
何
故
、
「
万
葉
集
詞
連
歌
」
に
次
い
で
企
画
さ
れ
た
の
が
、
三

代
集
で
は
な
く
『
新
古
今
集
』
か
ら
詞
を
取
る
「
新
古
今
集
詞
連
歌
」

で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
は
、
和
歌
と
連
歌
の
間
に
あ
る
本
歌
取
り
の
規
定
の
差
を
反

映
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
和
歌
に
お
い
て
本
歌
取
り

の
範
囲
は
、
三
代
集
を
基
本
と
す
る
。
無
論
、
そ
れ
は
実
作
と
照
ら

し
た
時
に
は
あ
て
は
ま
ら
な
い
場
合
も
多
い
が
、
概
ね
そ
れ
が
規
範

・
原
則
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
た
の
は
確
か
で
あ
る
う
。
し
か
し
、

連
歌
に
お
い
て
は
『
新
古
今
集
』
ま
で
が
本
歌
取
り
の
範
囲
と
さ
れ

た
。
二
条
良
基
は
『
近
来
風
体
』
で
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

一
、
本
歌
に
は
堀
河
院
百
首
ま
で
を
と
る
な
り
。
お
な
じ
く
は

名
人
の
耳
を
と
る
べ
し
。
勅
撰
は
後
拾
遺
ま
で
を
と
る
べ
し
と

申
き
。
但
、
い
ま
は
金
葉
・
調
花
・
千
載
・
新
古
今
な
ど
を
と

り
た
ら
む
は
な
に
か
く
る
し
か
る
べ
き
。
此
分
左
相
府
{
注
・

足
利
義
満
)
へ
も
申
侍
事
な
り
。
湖
制
叫
削
刺
剖
剤
判
明
剖
川
町

と
る
な
り
。
証
寄
に
は
近
代
の
寄
よ
み
の
耳
を
も
用
也
。

こ
の
良
基
の
記
述
に
つ
い
て
は
、
伊
藤
伸
、
江
氏
【
二
十
一
喜
の
論
に
詳
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し
い
。
伊
藤
氏
は
、
良
基
が
『
新
古
今
集
』
歌
の
本
歌
取
り
を
容
認

す
る
姿
勢
を
示
し
、
当
時
の
和
歌
が
『
新
古
今
集
』
の
本
歌
取
り
に

よ
る
和
歌
表
現
の
あ
ら
た
な
可
能
性
を
見
出
し
て
い
た
と
論
じ
て
い

る
。
ま
た
『
僻
連
抄
』
や
「
応
安
新
式
」
で
は
、
連
歌
に
お
い
て
も

本
歌
取
り
の
範
囲
は
和
歌
と
同
様
に
『
堀
河
百
首
』
作
者
ま
で
と
規

定
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
良
基
の
『
近
来
風
体
』
以
後
、
一
条
兼
良

「
新
式
今
案
」
「
本
歌
付
合
事
は
至
ニ
新
古
今
集
一
周
レ
之
」
、
宗
祇
『
吾

妻
問
答
』
「
作
者
は
堀
河
院
の
時
代
ま
で
を
本
と
せ
り
。
集
は
新
古

今
迄
を
取
れ
り
」
と
規
定
さ
れ
、
文
亀
元
年
(
一
五

O
一
)
の
肖
柏

『
連
歌
新
式
追
加
並
新
式
今
案
等
』
で
は
「
至
一
続
後
撰
集
一
可
ν
用二

本
歌
一
之
由
又
被
ν
定
」
と
更
に
そ
の
範
囲
は
広
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と

も
、
伊
藤
氏
が
指
摘
し
て
い
る
。
和
歌
に
お
け
る
『
新
古
今
集
』
か

ら
の
本
歌
取
り
は
、
実
作
に
お
い
て
は
容
認
さ
れ
て
い
た
と
は
い
え
、

原
則
と
し
て
認
め
ら
れ
る
に
は
到
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
連
歌
に
お

い
て
は
規
範
と
し
て
定
め
ら
れ
、
そ
れ
が
踏
襲
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

こ
う
し
て
『
新
古
今
集
』
は
連
歌
に
お
い
て
は
本
歌
取
り
の
典
拠
と

し
て
の
位
置
を
占
め
た
の
で
あ
る
。

で
は
連
歌
に
お
い
て
の
み
本
歌
取
り
の
典
拠
と
し
て
規
定
さ
れ
る

『
金
葉
集
』
か
ら
『
新
古
今
集
』
ま
で
の
勅
撰
集
の
中
で
、
取
り
上

げ
ら
れ
た
の
が
何
故
『
新
古
今
集
』
で
あ
っ
た
の
か
。
そ
れ
は
や
は

り
、
心
敬
以
降
の
連
歌
師
に
よ
る
『
新
古
今
集
』
重
視
が
根
底
に
あ

ろ
う
。
良
基
は
『
近
来
風
体
』
で
「
新
古
今
ほ
ど
お
も
し
ろ
き
集
は

な
し
。
初
心
の
人
に
は
わ
ろ
し
。
心
得
た
ら
む
人
は
此
集
を
み
む
事
、

い
か
で
か
あ
し
か
る
べ
き
」
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
後
、
宗

祇
に
至
る
と
『
吾
妻
問
答
』
に
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
見
ら
れ
る
。

但
、
一
一
一
代
集
・
千
載
・
新
古
今
・
名
所
の
抄
な
ど
は
、
是
非
と

も
に
眼
に
か
け
ら
れ
候
は
で
は
と
存
じ
候
。
さ
り
な
が
ら
、
老

学
の
人
・
小
児
な
ど
の
上
に
は
、
是
程
の
事
も
大
事
た
る
べ
き

に
や
。

u州
凶
刈
刈
削
可
制
剤
川
剰
割
引
川
刻
刑
剰
矧
同
州
川
町

割
削
刷
例
制
到

4
U叶
l

初
学
者
は
避
け
る
べ
き
と
さ
れ
た
『
新
古
今
集
』
が
、
こ
こ
で
は

寧
ろ
初
学
者
が
ま
ず
見
な
く
て
は
な
ら
な
い
歌
集
と
し
て
、
『
古
今

集
』
と
並
ん
で
挙
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る

27E。
つ
ま
り

連
歌
師
に
と
っ
て
『
新
古
今
集
』
は
、
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
初
学

書
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
、
連
歌
を
学
ぶ
上
で
『
新
古
今
集
』

を
重
要
視
す
る
姿
勢
が
、
「
新
古
今
集
詞
連
歌
」
の
根
底
に
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。

『
新
古
今
集
』
か
ら
の
本
歌
取
り
は
、
和
歌
に
お
い
て
は
規
範
化

さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
和
歌
句
題
と
し
て
用
い
る
こ
と
は
で
き
な
か

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
連
歌
に
お
い
て
な
ら
ば
『
新
古
今
集
』

か
ら
の
本
歌
取
り
は
既
に
規
範
化
さ
れ
て
い
た
。
和
歌
で
は
許
容
さ

れ
な
い
こ
と
が
、
連
歌
に
お
い
て
な
ら
ば
で
き
る
、
そ
の
差
が
最
も

端
的
に
表
れ
る
の
が
『
新
古
今
集
』
か
ら
の
本
歌
取
り
で
あ
っ
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
和
歌
句
題
で
は
用
い
ら
れ
る
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こ
と
の
な
い
『
新
古
今
集
』
に
注
目
し
、
「
新
古
今
集
詞
連
歌
」
が

企
画
さ
れ
た
と
推
測
す
る
の
で
あ
る
。
「
新
古
今
集
詞
連
歌
」
と
は
、

和
歌
と
は
異
な
り
、
連
歌
に
お
い
て
本
歌
取
り
の
重
要
な
古
典
と
し

て
の
地
位
を
占
め
る
『
新
古
今
集
』
か
ら
、
自
在
に
詞
を
引
用
し
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
に
主
眼
を
置
か
れ
た
試
み
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

【注】
(
一
)
『
異
例
連
歌
』
は
、
未
紹
介
の
資
料
で
あ
る
と
恩
わ
れ
る
の
で
、
詳

細
を
記
し
て
お
く
.
な
お
、
『
異
例
連
歌
』
は
共
同
執
筆
者
の
竹
島
一

希
氏
の
教
示
に
よ
り
、
ま
た
調
査
も
同
氏
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、

本
稿
の
こ
こ
で
紹
介
し
て
お
く
こ
と
と
す
る
.

『
異
例
連
歌
』
は
、
概
担
、
特
殊
賦
鞠
を
課
し
た
百
韻
を
集
成
し

た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
加
え
て
、
末
尾
に
幾
つ
か
の
百
韻
連
歌
を

合
わ
せ
て
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
百
韻
全
て
を
書
き
写
し
た
も
の
と
、

初
折
の
抜
書
の
み
の
箇
所
が
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
室
町
時
代
か
ら
江

戸
時
代
中
期
に
か
け
て
の
詞
連
歌
が
集
め
ら
れ
て
い
る
.
調
連
歌
作

品
を
知
る
上
で
有
益
な
・
も
の
で
あ
り
、
更
に
は
、
百
韻
が
現
存
し
な

い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
作
品
を
含
ん
で
い
る
の
で
、
煩
雑

に
な
る
が
、
内
容
一
を
紹
介
し
て
お
く
a

詞
連
歌
作
品
に
つ
い
て
は
、

ゴ
シ
ッ
ク
で
表
記
し
た
。
*
で
配
し
た
の
は
、
掲
出
作
品
に
つ
い
て

の
注
で
あ
る
。
な
お
、
書
誌
に
つ
い
て
は
前
号
轟
照
の
こ
と
.

《
目
次
》
〔
。
は
連
歌
総
目
録
に
配
載
が
あ
る
も
の
)

。
明
応
八
年
十
一
月
四
日
庚
申
物
名
連
歌
「
空
た
か
く
」
(
百
韻
)

。
永
正
八
年
十
月
十
五
日
魚
烏
連
歌
「
明
や
ら
で
」
(
百
韻
)

。
永
正
十
七
年
六
月
七
日
草
木
連
歌
「
夏
ゃ
な
き
」
(
百
韻
)

。
文
明
十
四
年
五
月
十
日
名
号
連
歌
「
ふ
た
声
と
」
(
前
半
玉

O
句
)

@
文
明
+
四
年
六
月
二
十
二
日
菰
氏
嗣
連
歌
『
時
酌
か
血
」
〔
初
折
)

@
文
章
元
年
九
月
+
=
一
日
夜
源
氏
嗣
連
歌
『
照
そ
ふ
や
』
(
初
折
)

@
文
章
二
年
五
月
十
八
日
万
葉
集
嗣
連
歌
『
お
も
ふ
宣
』
(
初
折
)

@
大
永
二
年
+
月
王
国
万
葉
集
嗣
連
取
「
敵
国
こ
る
」
〔
初
折
)

*
端
書
に
は
年
次
不
記
.
本
稿
で
は
年
次
未
詳
と
し
た
。

@
大
永
二
年
+
月
王
国
万
葉
集
嗣
連
取
「
松
に
な
を
」
〔
初
折
)

@
文
章
三
年
三
月
十
八
日
新
古
今
集
嗣
連
取
「
花
に
明
て
」
〔
初
折
)

。
天
文
二
年
六
月
八
日
畳
宇
連
歌
「
な
っ
草
に
」
(
初
折
)

@
天
文
十
七
年
八
月
二
十
六
日
三
代
集
嗣
連
融
「
ち
れ
ば
花
」(初
折
}

。
天
文
十
七
年
八
月
三
十
七
日
草
木
連
歌
「
明
る
よ
も
」
(
初
折
)

@
天
文
十
七
年
八
月
一
一
十
八
日
畳
字
連
歌
「
山
い
く
へ
」
(
初
折
)

@
天
文
十
七
年
八
月
二
十
八
日
豊
字
連
歌
「
芳
聞
を
」
(
初
折
)

@
文
章
一
克
年
十
月
六
日
賦
伊
勢
物
語
連
取
『
各
国
自
由
』
(
初
折
〉
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-
主
主
元
年
五
月
四
日
伊
勢
物
語
関
連
歌
『
行
富
田
』
〔
初
折
)

*
「
去
年
仲
秩
之
発
句
/
両
時
百
韻
之
内
一
折
掠
書
』
の
注
肥

晶
り

-
宝
章
元
年
五
月
四
日
憲
民
詞
連
取
『
野
分
に
ぞ
』
(
初
折
)

8

「
去
秋
八
月
中
旬
発
句
」
『
平
取
物
価
意
題
号
之
次
第
再
返
無

遺
乱
」
「
冒
韻
之
内
一
折
掠
書
」
由
注
記
晶
り

@
文
E
二
年
一
月
一

H
宗
祇
名
所
百
韻
(
百
韻
)

@
大
永
八
年
四
月
十
三
日
名
号
之
連
歌
「
な
っ
こ
ろ
も
」
(
百
韻
)

*
宗
長
(
独
時
)

@
文
明
四
年
十
月
三
十
六
日
賦
何
路
連
歌
「
風
ゃ
な
ど
」
(
初
折
表
}

*
発
句
、
他
本
は
「
風
や
雲
」

@
天
文
十
六
年
十
一
月
七
日
賦
何
路
連
歌
「
木
が
ら
し
は
」(初
折
表
}

。
賦
何
木
連
歌
「
い
つ
染
し
」
宗
畏
独
時
(
初
折
表
)

*
長
芋
二
年
七
月
末
神
宮
法
楽
千
句
の
第
二

。
賦
何
人
連
歌
「
時
は
い
ま
」
(
初
折
表
・
裏
二
句
目
・
末
尾
二
句
}

*
天
正
十
年
五
月
一
一
十
七
日
「
愛
宕
百
韻
」

こ
の
う
ち
、
宝
永
元
年
五
月
四
日
「
伊
勢
物
語
調
連
歌
」
と
同
年

同
日
「
源
氏
物
語
調
連
歌
」
の
二
つ
は
、
盲
韻
の
現
存
が
確
か
め
ら

れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
現
在
伝
わ
ら
な
い
調
連
歌
の
奥
行
を
知
り
う

る
置
料
で
あ
る
。

な
お
、
本
輪
中
に
触
れ
た
『
撰
集
詞
連
歌
』
の
他
に
も
、
近
世
田

調
連
歌
作
品
に
嘉
永
元
年
(
一
八
四
九
)
四
月
十
九
日
か
ら
八
月
一
一

H
に
巻
か
れ
た
『
賦
和
歌
古
今
調
千
句
』
(
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
、
間
ー

到
)
が
あ
る
・
連
最
は
勝
金
・
通
孝
・
勝
倫
・
重
教
・
豊
貞
の
宜
名

(
追
加
に
は
勝
勇
・
通
良
・
執
筆
が
加
わ
る
)
.
こ
れ
は
、
第
一
百
韻

を
『
古
今
集
』
巻
一
・
十
て
第
二
百
韻
を
巻
二
・
十
二
と
い
う
よ

う
に
、
巻
を
限
定
し
て
賦
駒
と
し
て
用
い
て
い
る
。
な
お
、
追
加
は

歌
仙
人
名
序
詞
を
賦
駒
に
し
て
い
る
。

(
二
)
石
囲
吉
貞
『
新
古
今
世
界
と
中
世
文
学
下
』
(
昭
明
、
北
沢
図
書

出
版
}
第
四
編
第
五
「
中
世
初
期
連
歌
の
賦
鞠
」
審
照
.

(
-
一
一
)
古
典
文
庫
『
千
句
連
歌
集
三
』
解
説
(
島
津
忠
夫
執
筆
)

(
囚
)
漢
和
聯
句
の
発
生
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
漢
和
聯
句
と
後
土
御
門
天

阜
の
文
明
期
連
歌
壇
」
(
京
都
大
学
国
文
学
研
究
室
中
国
文
学
研
究
室

『
文
明
十
四
年
三
月
一
一
十
六
日
漢
和
百
韻
語
注
』
平
問
、
勉
蹴
出
版

所
収
}
で
も
検
討
し
た
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
そ
の
際
、
こ
の
『
異

体
千
句
』
第
九
百
韻
「
韻
字
連
歌
」
を
見
落
と
し
て
い
た
.
こ
こ
で
、

漢
和
聯
句
の
先
雌
と
し
て
注
目
し
、
付
け
加
え
て
お
き
た
い
.

(
玉
)
安
達
敬
子
『
源
氏
世
界
の
文
学
』
(
平
口
、
清
文
堂
出
版
}
所
収
「
室

町
連
歌
に
お
け
る
原
典
の
受
容
|
|
「
源
氏
詞
連
歌
」
一
一
種
|
|
」

(
六
)
注
(
五
)
安
達
氏
著
書
に
依
る
.

(
七
)
「
新
古
今
集
詞
連
歌
」
の
張
行
に
つ
い
て
、
『
一
一
水
記
』
大
末
年
三
月

十
九
日
条
に
「
十
九
日
午
刻
参
内
、
有
二
御
連
寄
一
、
発
句
予
申
入
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了
、
毎
句
被
レ
縄
一
一
新
古
今
集
詞
一
了
」
と
あ
る
。
当
該
連
歌
の
発
句
は

隆
康
で
あ
る
の
で
、
こ
の
記
事
は
確
か
に
当
該
連
歌
に
関
す
る
も
の

で
あ
ろ
う
.
こ
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
張
行
は
十
九
日
と
な
る
が
、
百

韻
の
端
書
に
「
大
意
三
年
三
月
十
人
日
」
と
あ
り
、
ま
た
『
実
隆
公

記
』
大
永
三
年
三
月
十
八
日
条
に
も
「
十
八
日
、
己
末
、
晴
、
風
吹
、

(
中
時
)
禁
裏
御
連
膏
[
新
古
今
詞
]
、
一
声
々
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

張
行
は
十
八
日
で
あ
っ
た
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
.
『
ニ
ホ
記
』
の
目
付

が
誤
っ
て
い
る
巴
も
の
と
考
え
て
お
く
。

(
八
)
新
潮
日
本
古
典
集
成
『
連
歌
集
』
(
島
樟
忠
夫
枝
注
、
昭
目
、
新
潮

社
)
所
収
.
同
書
「
校
合
本
」
項
に
よ
る
と
、
雌
島
神
社
野
坂
家
蔵

本
・
京
都
大
学
国
語
学
園
文
学
研
究
室
蔵
本
は
「
本
歌
連
歌
」
と
題

し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

(
九
)
田
仲
洋
己
「
建

A
元
年
二
句
百
首
」
考
」
(
『
国
語
と
国
文
学
』
刷

4
、
昭
回
・

4
)
固
な
お
軸
句
の
撰
定
に
つ
い
て
は
、
石
川
一
「
慈

円
『
勅
句
百
首
』
考
|
|
歌
題
遺
定
を
中
心
に
|
|
」
(
『
中
世
文
学

研
究
』
盟
、
平
8
・
8
)
も
参
照
。

(
十
)
佐
藤
英
朗
「
藤
原
家
隆
の
古
今
一
句
歌
ー
ー
そ
の
詠
作
時
期
と
原
態

に
つ
い
て
|
|
」
{
『
国
文
学
研
究
』
刊
、
昭
幻
・

6
}

(
十
二
本
間
洋
一
『
主
朝
漢
文
学
表
現
論
考
』
(
平
同
、
和
泉
書
院
)
第

四
部
I

「
王
朝
和
歌
の
表
現
と
漢
詩
文
に
つ
い
て
|
|
中
古
・
中
世

の
私
家
集
世
界
と
『
和
漢
朗
詠
集
』
|
|
」
に
漢
詩
句
題
と
そ
の
出

典
の
考
察
が
あ
る
.

(
十
一
一
)
注
(
十
)
佐
藤
氏
論
文
も
指
摘
し
て
い
る
が
、
款
の
一
首
も
問
機

会
の
詠
作
で
あ
っ
た
可
能
性
出
高
い
.

古
今
百
首

し
ほ
か
ぜ
の
吹
あ
げ
に
み
ゆ
る
は
ま
ぴ
さ
し
あ
る
じ
も
し
ら
ず

な
み
の
た
て
る
か
(
『
夫
木
抄
』
雑
七
・
二
人
二
三
・
九
条
基
家
)

こ
れ
も
や
は
り
、
歌
題
に
句
を
指
定
し
て
い
な
い
。

(
十
=
一
}
玉
葉
集
時
代
に
探
理
か
好
ま
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
小
林
守
「
玉

葉
和
歌
集
と
探
題
和
歌
」
(
『
明
治
大
学
日
本
文
学
』
泣
、
平
6
・
9
}
、

酒
井
茂
幸
「
鎌
倉
・
南
北
朝
期
の
探
題
歌
会
に
つ
い
て
」
(
『
古
典
遺

産
』
却
、
平
ロ
・

8
)
審
照
。
そ
れ
を
踏
ま
え
る
と
、
伏
見
院
の
一

連
の
和
歌
句
題
も
探
題
と
し
て
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
可
飽
性
も
あ

る
が
、
不
明
と
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

(
十
四
)
中
臣
祐
臣
『
自
葉
集
』
に
は
、
武
仁
一
一
年
三
一
一
九
四
)
に
「
古

今
(
の
)
歌
ご
と
に
一
首
の
歌
よ
み
侍
り
し
中
に
」
と
い
う
調
書
を

有
す
る
玉
首
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
詠
み
込
む
一
句
を
指
定
す
る

も
の
で
は
な
い
。
光
俊
主
催
「
古
今
詞
百
首
」
と
同
様
の
趣
向
の
も

の
で
あ
る
.

(
十
五
)
こ
の
杜
詩
句
題
の
撰
題
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
室
町
時
代
の
句
題

和
歌
|
|
永
正
三
年
五
月
四
日
杜
甫
句
題
王
十
首
に
つ
い
て
|
|
」
{
大

取
一
馬
編
『
中
世
の
文
学
と
学
問
』
平

η
、
思
文
閣
出
版
)
を
参
照

さ
れ
た
い
。

(
十
六
}
井
上
宗
雄
『
中
世
歌
壇
史
の
研
究
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室
町
桂
期
』
(
初
版
・
昭
師
、



改
訂
新
版
・
昭
回
、
明
治
書
院
)
山

5
山
頁
、
伊
藤
敬
『
室
町
時
代

和
歌
史
論
』
(
平

η
、
新
典
社
}
第
五
章
三

4
「
再
昌
の
世
界
」
審
照
。

(
十
七
)
注
(
一
一
)
石
田
氏
著
書
第
四
編
第
六
「
続
歌
考
」

さ
マ
り

(
十
人
)
伊
地
知
錨
男
著
作
集
I
『
宗
祇
』
(
平
8
、
汲
古
書
院
}
所
収
「
探

f
i
 

題
と
続
歌
と
」

(
十
九
)
注
(
十
七
)
右
田
氏
著
書
。

(
二
十
)
贋
木
一
人
『
連
歌
史
試
輪
』
(
平
師
、
新
典
社
)
第
八
章
一
「
続

歌
考
|
|
連
歌
と
の
類
似
性
、
及
び
そ
の
場
l
|
」

(
二
十
一
}
注
(
十
一
一
一
)
酒
井
氏
輪
文
。

(
三
十
二
}
な
お
、
紹
山
・
昌
築
は
、
宝
永
元
年
五
月
四
日
に
伊
勢
物
語
詞

連
歌
・
源
氏
物
語
詞
連
歌
を
興
行
し
て
い
る
こ
と
が
、
注
(
一
)
に

あ
げ
た
『
異
例
連
歌
』
か
ら
知
ら
れ
る
.
百
韻
全
て
の
現
存
は
確
認

さ
れ
な
い
が
、
『
異
例
連
歌
』
に
初
折
抜
書
出
収
め
ら
れ
て
い
る
。

(
一
一
十
一
ニ
}
伊
藤
伸
江
「
連
歌
と
新
古
今
」
(
『
国
文
学
』
担
目
、
平
9
・

(
一
一
十
四
}
贋
木
一
人
「
連
歌
師
と
『
新
古
今
集
』
|
|
連
歌
師
に
よ
る
重

視
と
い
う
こ
と
」
(
『
国
文
学
』
柑
ー
ー
ロ
、
平
日
m
-
H
)
轟
照
.

和
歌
本
文
・
歌
番
号
は
、
特
に
記
さ
な
い
限
り
新
編
国
歌
大
観
に
、
『
万

葉
集
』
は
旧
編
国
歌
大
観
番
号
に
よ
る
.
本
文
引
用
は
以
下
に
依
る
。
な

お
、
濁
点
・
句
読
点
・
返
り
島
は
わ
た
く
し
に
付
し
た
.
『
二
水
記
』

大
日
本
古
記
録
『
一
一
水
記
二
』
{
平
3
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
て
『
宣

胤
卿
記
』
・
増
補
史
料
大
成
『
宣
胤
卿
記
二
』
(
昭
岬
、
臨
川
書
出
也
、
『
近

東
風
体
』
『
歌
論
歌
学
集
成
第
十
巻
』
{
平
日
、
=
一
弥
井
書
居
)
所
収

(
小
川
剛
生
枝
往
}
、
『
吾
妻
問
客
』
・
日
本
古
典
文
学
大
高
価
『
連
歌
論

集
・
俳
論
集
』
(
昭
話
、
岩
波
書
唐
)
所
収
(
木
藤
才
蔵
校
注
)

[
付
記
]
本
稿
は
、
平
成
十
九
年
度
科
学
研
究
補
助
費
(
若
手
研
究
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
}
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
.
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〔
こ
や
ま

じ
ゅ
ん
こ
・
天
理
大
学
専
任
講
師
)


